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【ルーマニア浪漫紀イテ (1)】

指折りの親日国 至J着直後から日本への熱い期待を実感

昨年、チヤウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎え

た東欧リレーマエア.革命後に長期の混乱を経ながらも近年

は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は 10月、

現地を訪問.酒生文弥会頭が視察の様子を随時リポートす

る。 日本からの視察団が宿泊して

しヽる「グランド・ホテル・コ

ンチネンタリレ:プカレスト」

=12日、ルーマエア・ブカ
レスト (酒生文弥氏撮影)

ルーマニアは現地での発音は「ロムエア」。本来□―マニアと表記されるべき親日国

で、歴史とロマンに満ちています。

12日、在日本ルーマニア商工会議所のメンバー8人は、小雨に煙る首都ブカレスト

のアンリ・コアンダ空港に降り立ちました。

ゴシック・ロココ風のグランド・ホテル・コンチネンタリレ・ブカレストにチェツクイ

ン.体む間もなく東欧最大の国営石油化学会社オールキムヘの投資要請に4人のビジネ

スマンが訪ねてきました。

公式日程は13日の輸出入銀行幹部およびルーマニア商工会議所会頭との懇談から始

まりますが、欧州連合 (EU)の優等生として活気づくこの国の日本への熱い期待が体

感される到着日でした。

アンリ・コアンダ国際空港に到着



【ルーマニア浪漫紀行(1)】指折りの親日国 至                  ¨

リレーマニアの国土は起伏に富み、本州と四国の半分を合

わせたほどの約 23万 8千平方キロ。豊かな天然資源 (石

油・天然ガス・金)と沃地 (人口約 2干万人で 8千万人分

の有機農作)に恵まれています。2年ぶりに再会した在日

本ルーマエア商工会議所のステフアン 0スタン副会頭

(36)の郷里、黒海に望む海都コンスタンツアは、既に

オランダのロツテ

'レ

ダムに次ぐEU第 2の要港に育つてい

ます。
ホテルのロビ~にて打合せ

ルーマエアは先の大戦では枢軸国の一員として参戦。ドイツの原油兵姑基地としてモ

スクワ進軍の燃料を賄い、日本とも共に戦つた戦友です。スターリングラード敗退後、

石油大国としてすぐさま赤軍が蹂躙、人国の 1害Jを殺毅され、しかたなく王様 (イギリ

ス王室の近縁・ホーエンツオレルン家)を追放して社会主義国に取り入れられた経緯も

あり、チヤウシェスク政権崩壊で自由化するまで、地政学的な悲Ellを味わつた国民でも

あります。

革命後、どん底を息抜き、2004年に北大西洋条約機構 (NATO)加盟。湾岸戦

争で多国籍軍として血で信用を贖い、07年にEU加盟。ギリシャとは対照的な「おし

ん」ぶりで、ようやく□―マの伝統と誇りを経済にも発揮しつつあります。

明日からいよいよ商工業のロマンを追う視察の始まりですもいまから6千年の音、

リレーマニアが産んだワインを愉しむ晩餐に旅の疲れを癒させていただきます。

◇

【プロフイル】酒生文弥        〕:｀・ :   “

さこう。ふみや 昭和31(1956)年 、福丼生まれ。早稲田大卒、米カリフオル

ニア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務所代表、浄土真宗本願寺派員照

寺住職.妻 1脚レーマニア・ブカレスト出身。

空港名のアンリ・コアンダ1脚レーマニアのエ

言うべき発明家ですが、大戦床期に世界最初の

ンジンを発明したことで国際空港にその名を冠

至つています。わが国の誇る零式艦上戦闘機 (

発した堀越二郎技師に勝るとも劣らない航空史

し遂げるだけの技術を秘める国でもあるのです。      
´
ヮィン発祥の地ルーマニアの伝統料理



麓経喜ニニァニ
【ルーマニア浪漫紀行 (10)】

中東欧最大の石油コンビナート、日本企業への売却を切望

Tweet                                      (1/4ペ ージ)

オールキム (01tchim)sA(株 式会社)はチャ

ウシェスク元大統領の肝煎りで 1966年 に建設された中
欧・東欧最大の石油化学コンビナートです。現在、その主

要施設が売却・譲渡されることになつています。

ルーマニアは日本の大手石油化学企業への売却を切望し

ていて、今月 12日 に視察団がホテルにチェックインした

直後、すぐに企業再生管理会社の 3人が迎えに来られまし ルーマニア
・ヴアリレチェアの

石油化学企業「オールキム」

本社前で記念撮影するアヴラ

ム会長代行 (左から2人目)
と酒生文弥氏 (同 3人目)

た。高速道路を北西に疾駆すること2時間あまり、ヴアリレ

チェアにある本社に到着しました。

美しい牧草地が一面に広がるドナウ川支流オルト川の上流域に展開する化学工場、と

いう意味でオールキム社と称します。

途中通過したピテシュティ市郊外に大きな石油精製加エプラント (敷地面積 200ヘ

クタール)を遠望しましたが、本社は石油化学プラントが 225ヘクタニルとさらに広

大なコンビナートでした。

オールキムSA会長代行のアヴラム氏や再建管理会社幹

部と懇談。1989年年末の革命後も着々と近代化され、

中欧・東欧最大の石油化学製品供給者であり続けたようで

すが、2008年のリーマンシヨツク以降徐々に追い込ま
れ、ビテシュティは全面開鎖に追い込まれたとのことで

す。

オールキムでもう40年も技術主任をして来られた方が

車でプラントを案内。主要プラント5基のうち 2基 (近く

もう 1基も再稼働見込み)はまだ操業し好調に収益

`上

げ

てぃて、ヴァルチェアのコンビナート全体が薫響対象資産

です。                 `   '

水酸化ナトリウム生産ライン、塩化ビニーリレ生産ライン、ポリ塩化ビ
ニール (PV

C)生産ライン、酸化プロピレン生産ラインなどの内部を視察しました。どのラインも

巨大でしたが、完全自動化されていて、それぞれの制御室で数人の専門家
によつてコン

トロールされてぃるのがE口象的でした。

オールキムの広大な

石油化学コンビナー ト群



―――― ――― ――       Ⅲ卜、日本企業への売却を切望【ルーマニア浪漫紀行(10)】中東欧最大の石油コンビナー

岩塩と原油という石油化学工業の 2大資源が無尽蔵にあ

るルーマエア。優秀な日本企業が買収して経営にあたれば

欧州連合 (EU)、 中央アジア、 トルコ (現在最大の買い

手)、 アフリカ (アルジェリアなどチヤウシエスクはアフ

リカに多くの友好国を擁していました)といつた既存の顧

客を活性化し、新規市場も開拓して一大産業として世界市

場に再登場できるのではないでしようか。

オールキムSAは今年 4月に企業再建法対象企業に認定
・アヴラム会長代行と意気投合

ヽ

され、投資家 (買収会社)からの資本注入によつてオール =~~~

キムSPV(SPCに 同じ、特別目的会社)へと再編されて、オールキムの名を冠する

新企業として再生されることを待望しています。現在の債務は
いつさい譲渡されず、環

境適合の若干の経費は要するものの、オールキム SA所有の暖簾や本体資産はそのま
ま

譲渡されます。

この一大買収公募にあたつては、入札債権 (保証金)が

5百万ユー□ (約 6億 7千 5百万円)かかり、取辱入札額

は 3億 7百万ユーロ (約 415億円)と見込まれていま

す。ご関心の向きは弊商工会議所 (roccijapan

@gmail・ COm)までお気軽にご連絡ください。

昼下がりになつて視察を終えたあと、迎賓施設にておい

しいリレーマニア料理とワインを頂いて、午後 6時過ぎにブ

カレストに帰着しました。窓から「国民の館」を遠望しな

がら、「オールキム」こそチヤウシエスクの残し
た真の世

界遺産ではないのだろうか、などと思いにふけりました。

◇

昨年、チヤウシエスク独裁政権崩壊から四半世紀
を迎えた東欧ルーマニア。革命後に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長
を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団
は10月、同国政府などの後援で現地を

訪問。酒生文弥会頭が視察の様子を随時リポ
ートする。

【プロフィル】酒生文弥             ,

さこぅ。ふみや 昭和31(1956)年 、福井生まれ。早稲田大卒
、米カリフオル

ニア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉
外事務所代表、浄土真宗本願寺派真照

寺住職。妻はルーマニア・ブカレスト出身。

石油化学コンビナー ト群
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【ルーマニア浪漫紀行 (11)】

野球そつくりの伝統球技「オイナ」
産
″

文化に色濃く残る軍家の
″
遺

伝統球技「オイナ」のパツト

とボールを持つル∵マエア・

オイナ渾盟のドブレ総裁

(左)と酒生文弥氏=ブカレ

球とはかなり趣が異なる面も。しかし、イギリスのクリ
ス ト

ケット同様、野球のルーツとも見なせるようです。オイナ ーーーー

は1899年にルーマニアの体育必須授業とされ、1932年に創設されたルーマニ

ア・オイナ連盟は今日まで続いています。

連盟総裁であるエコラエ・ドブレ氏がわざわざブカレスト市内の妻の実家まで来訪
さ

れ、競技普及への協力要請を受けました。

ドブレ総裁は昨年初来日され、栃木県足利市ではじめてオイナと野球の交流を
された

そぅですが、来年以降2020年東京オリンピツクを目指して日本を含む海外への浸透

を図つていきたい由。在日本ルーマニア商工会議所として、来春の本格的な米日
と多く

「オイナ (Oina)」 は1370年 に競技が行われた

と史料に記述されているリレーマニアの伝統的な球技です。

パットの形もボールの大きさも野球そつくりですが、攻守

ともに得点できます。打撃側が「塁」を稼ぐ得点と、捕球

側がドッジボーリレ的に打者にヒットする得点があります。

プレーヤーの人数はサッカーと同じ1チーム 11人 (屋

内では6人、ビーチでは8人)と、アメリカで発達した野

の交流試合企画をご支援することになりました。

リレーマニアは先の大戦終戦直後まで、ドイツ系の名門

ホーエンツオルレルン家を抱く王国でしたが、その末裔に

当たる「ミノヽイ 1世」が現在オイナ運盟の有力な後援者に

なつておられるとのことで、「ミノヽイ国王杯」もあるよう

です。

ちなみに、イギリスのチャールズ皇太子はルーマニア王

家とは近親であり、 トランシプリ エヽア地方に複数の山荘を

守

恥 二:p O"閻

オイナのプレイボール



【ルーマニア浪漫紀行(11)】野球そつくりの伝統球技「オイナ」文化に色濃く残る王家の“遺産"

所有され、毎年ご静養に来られていることは有名です。私

は15年前、西麻布のルーマニア大使館で末裔のおひとり

ラドウ・ホーエンツオルレルン公とお会いする栄誉に浴しました。その妻で王家直系の

マーガレット妃の丁重で流暢な日本語によるごあいさつが今も深く印象に残つています

が、リレーマニアも象徴王制を復古されては、と願う一人です。

先週末訪れた「ドラキユラの城」ことブラン城も、また島津藩からの刀・甲胃を蔵す

るベリシュ城 (元王宮)も、現在は王家末裔の私有財産になつているようです。水面下

で象徴王制への復古が進んでいるのかもしれません。

メレーマエアを本格的な「親日国」にすることを究極の使命とする在日本ルーマニア商

工会議所です。本日いただいたドブレ総裁との出会いと懇談も、そうした大きな天の計

らいのひとつか、と感じています。

◇

昨年、チヤウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎え

た東欧ルニマニア。革命後に長期の混乱を経ながらも近年

は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は10月、

同国政府などの後援で現地を訪問。酒生文弥会頭が視察の

様子を随時リポートする。

【プロフイル】酒生文弥

さこう・ふみや 昭和31(1956)年 、福丼生ま

れ。早稲田大卒、米カリフォルニア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務

所代表、浄土真宗本願寺派員照寺住職。妻I謝レーマニア・プカレスト出身。

ドブレ総裁からユ■・7オ‐ム(

がィト.ボソ をセ土だK

オイナの競技風景



産経も二=暉二

【ルーマニア浪漫紀行

「日本と同祖」

(12)】

信じるノヽンガリー系 武道の道場も訪問

朝 8時にルーマエアの首都ブカレストを発ち、プラショ

フ、シギショアラを過ぎて一般道を時速 100年□で疾走
すること5時間あまり。ルーマニアのちょうどおへそ辺り

にある美しい古都トゥルグ・ムレシュを訪問しました。現

地でグリーン (100%自然で循環型)農牧業を展開し、
国際的な武術組織「グランドマスター協会国際連邦 (FI
OGA」 の会長でもあるゾルタン・ベレシュ氏のご招待

で、講演と懇親の機会を頂きました。

ルーマエアの古都 トゥルグ・

ムレシュの市街地 (酒生文弥
氏撮影 )

かつて京都大学に留学し、剣道・居合・柔道・弓道師範であるゾルタン氏は、地域財

界を指導する「メンター」的な存在で、実に礼儀正しくも豪放嘉落な親日家でした。若

い弟子たちが「はい、失礼致します」など日本の敬語を駆使して接待してくれ、プラ

シヨフの武蔵野協会の折と同じく「トランシリリ ニヾア・ジャポェス ト」とでも呼ぶべき

日本への尊敬と期待があふれていて、こちらが照れて気恥ずかしくなるほどです。

カステル・ヘラーという、奈良ホテルのような歴史を湛えるホテルに投宿し、地元経

済界の20人あまりの歓待にあずかりました。電気設備、冶金、ノUレブと言つた基礎産
業から ICT、 コンサル、ベンション経営者など顔ぶれはさまざまでしたが、私の講演

を真剣にお聴きいただき、地酒ノくリンカ (リンゴなどさまざまな果菜を蒸留したもの

で、焼酎に似ている)とハンガリー風ルーマエア料理で懇親の宵を楽しませていただき
ました。

トランシリb/ヽエアには八ンガリー系、 ドイツ系などのルーマニア人 (現地では「サ
シ」と称される)が多く、「ミズ (水)」 が「ヴィズ」など日本語に共通の語彙の多い

マジヤール語が飛び交いました。ノヽンガリー系の方々は真面目に日本と同祖であると信

じておられ、ひときわ親日であることを実感しました。

50ヘクタールの理想農園
「サンクチュアリー (聖域)」

にて (左からペーター、ゾルタン、

酒生、ヨハニスの各氏)



【ルーマニア浪早紀行(12),「日本と同祖」信じる
ハンガリー系 天遭の道場も訪間

翌朝早く、ゾルタン氏がスイス系環境技術会社「グリー

ン・プラス」と提携して開発中の、「サンクチユアリー

(聖域)」 と称する完全自然・循環農牧パイロットフアー

ム (50ヘクタール)を案内していただきました。

広大な牧野と森を擁する用地には「素晴らしくおいしい

大気」が満ち満ちていました。個人的にご縁を得ている日

本 ]E丁社の「ERS(自生パクテリアによるズーコンポスト)システム」をご紹介
し、同社が長野で運営する農場との提携・交流などを懇談しました。

その後、市内にある先生の「道場」を訪問。柔剣道 0居合・弓道から棒術まで伝授し

ている道場には神棚と仏像もあり、揮墓を求められて拙筆をふるわせていただきまし

た。仏像の前で「天台声明」を唱えたところ、T同望外に感動され、神道と仏教の要諦

を熱心に聴いていただきました。地元で栽培されたみごとなユリとノヽラ、タノヽコ、ノ(リ

ンカと薬用ワイン、また地域独特の「煙突バン」など土産もたくさんいただいてしま

い、惜別に名残つきないトウ)ガ・ムレシュの一期でした。

読者の皆様に、有機農法や自然農耕に携わる方々がおられましたら、ぜひご一報くだ

さい。欧州連合 (EU)の農業近代化資金 (2020年までにルーマニアに 1・ 8兆

円)も活用できそうですし、是非日本・ルーマニア共同で近未来の農業をトランシリリヾ

エアから実現させましょう。

◇

昨年、チャウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧リレーマニア.革命後に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルニマニア商工会議所の視察団は 10月、同国政府などの後援で現地を

訪問。酒生文弥会頭が視察の様子を随時リポートする。

【プロフイル】酒生文弥 (さこう・ふみや) 昭和 31(1956)年 、福丼生ま
れ。早稲田大卒、米カリフォルニア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務

所代表、浄土真宗本願寺派員照寺住職。妻はルーマニア・ブカレスト出身。

ゾルタン・ベレシュ先生の道場にて
｀



産経喜二=―二、

【ルーマニア浪漫紀行

クラブ火災で 2

(13)】

7人死亡の惨事 首都の治安実態は…

少し肌寒い中にも秋晴れがうれしい首都ブカレスト。人

間社会の常として光あるところ影もまた付きまといます。

日本大使館によればルーマニアの犯罪発生率は日本の約 3

倍。凶悪犯はむしろ少なく、窃盗の類がわが国よりかなり

多いのですが、語弊をはばからずいえば特定層による生業

的な犯罪が多いということであつて、繁華街でも体感治安

は日本とあまり変わりありません。これはチャウシェスク

元大統領のセキユリターテ (秘密警察)を継承する警察組

織が強固なことが背景にあります。大きな企業を警備する会社はみなこの警察基盤を活

用しています。

10月 30日夜、義弟の誕生日を祝つたあと、私は疲れて寝入つてしまいましたが、

夜半に救急車とノく卜カーのけたたましいサイレンの音で目覚めました。帰つてきた妻に

よればクラブで爆発事故があり大勢が死傷したとのこと。翌朝のニユースで、死者 27

人、負傷者 100人超と言う大惨事だつたことを知りました。

老朽化したビリレの地階にあるデイスコクラブで定員を上

回る400人余りがロックのライブに詰めかけ、花火が天

丼などに引火した後、爆発が起きたとのこと。テレビでは

一昨日お会いしたばかりのヨ八ニス大統領が厳しい表情で

追悼の意と責任者の徹底問責を表明し、経営者は逮捕され

て懲役25年以上の刑に服するだろうと解説されていま

す。ブカレスト市の管理責任も厳しく追及される見込み  ヨ上変Z生を クラブ前キヤンドルサードみ:

で、前市長が汚職逮捕され代わつたばかりの現市長も責任は免れないでしよう
o

チャウシエスク共産党政権は「おおらかな汚職体制」であつたようですが、ル
ーマニ

ア政財界にはそれが過去四半世紀実質的に受け継がれてきた面があります。浄化を急ぐ

現大統領と旧態を継承するポンタ首相。この事件を機に両者の確執とせめぎ合いが深ま

りそうです。

悲しみにくれるブカレストで

起きたクラブ火災の犠牲者の

関係者 (AP)



フ ラフ

"天
死fゐ惨事■野蔀万治安実態は'∵【ルーマニア浪漫紀行(13)

市内の飲食店は日本の夜の街よりむしろ安心できる叩朗

会計ですが、使用人酷使や脱税など内部統制はひどいよう

で、大統領は自治体の権限を越えて今後規制を強化する旨

も表明しました。今回の惨事では1982年のホテル

ニュージャパン火災事件を思い出してしまいましたが、犠

牲者の方々のご浄福を深く念じ申し上げます。これがブカ

レストなど都市部に宿るリレーマニアの影が薄まる契機にな

ればせめてものご供養では、と感じています。

◇

昨年、チヤウシエスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧ルーマ
ニア。革命後に

長期め混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本
の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は10月、同国政府などの後援で現地
を

訪問。酒生文弥会頭が現地の様子を随時リポートする。

【プロフィル】酒生文弥

さこう。ふみや 昭牙□31(1956)年、福丼生まれ。早稲田大卒、米カリフオル

三フ大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務所代表、浄土真宗本願寺派真照

寺住職。妻はリレーマエア・ブカレスト出身。

街中での鎮魂の集い

クラブ火災から汚職政治撲滅全国デモヘ 汚職飯語
二掃の要求項目



薩経事二=ロス
【ルーマニア浪漫紀行 (14)】

世界遺産の古都シギシヨアラ 息づくドイツの職人魂
古都トウルグ・ムレシュから首都ブカレストに戻つた

夜、家族・友人たちと伝統レストラン、クラマ
0ドム●ア

スカにてノ(―テイーを開き、ロマ・バンドの生演奏に浮か

れて疲れを吹き飛ばしました。

私はジプシー・オークストラ「タラフ・ドウ・八イ

ドゥークス」の日本公演を聴いて以来、彼らの音楽のフア

ンなのですが、即興でこれほど魂を揺さぶられる楽曲は他

に知りません。ノヽンガリーとともにルーマエアには多くのロマが暮らしています
が、特

別な才能を発揮する民だと思います。

翌日は5時間車を飛ばして、午後 3時過ぎにトランシメリ ニ`ア中核の古都シギシヨア

ラのホテルに投宿。今回は創業60年の老舗セラミック大手メーカー、チエシーロ (C

ESIRO)の ラドウ・プポーザCEOのご招待です。まだ若い御曹司のプポーザ氏自

らのガイドで、シギシヨアラの丘にそびえるシタデル (城砦)と呼ばれる城壁に国まれ

た中世街を散歩。世界遺産「シギシヨアラ歴史地区」として登録されている市街です
。

: ドイツ系が発展さ
せたトランシメリ ニヽア地域

林立する塔はそれぞれ、鍛冶師、理容師、冶金工など15もの異なるギルド (同業組

合)が競い合い、意匠を凝らして建造したとのこと。「ジーベン・ブルクス」と総称さ

れるドイツ・ザクセン民族のフ大城郭都市の競合でトランシリソ エヾアが開発され
た歴史

を詳細に教えてもらい、あらためてリレーマエアに息づくマイスターシツプ (技能制度)

の奥深さを知りました。

ワイン、蜂蜜、フアッシヨン、セラミックなどルーマニ

アの誇る伝統産業はすべて□―マ帝国以前からの文明に起

源し、ドイツ伝来のクラフトマンシツプ (職人技)により

磨かれて今日に至つているのです。

シタデル内には 5ツ星クラスの名門レストランも軒を連

ねていますが、そのひとつで最高のワインとトランシリツヽ

エア料理を堪能させて頂きながら、幅広い話題を夜更けま

で交わしました。

トランシルヴアニアの古都

シギショアラ

ラドゥ・プポーザ CESIIRO常務と



1 ドラキユラと織田信
長

ドラキユラことプラド公 (1431～ 14'6)誕生の館があり、生誕したとされる

部屋を見学。ブラド・ツエペシユは捕虜にした2万を超える敵兵 (オスマ
ントリレコ軍)

のみならず規律を破る自軍の兵まで容赦なく「串刺し (ツエペシユ)」 の刑に処
する鉄

の規律で統率し、みごと
'レ

ーマニアの独立を守つた英雄です。

父親ワラキア公ブラド2世が「竜騎兵団 (ドラクリレ、つまリドラゴン)」 長
であつた

ことから「ドラクラ (竜の子供)」 とも称されたとのことで、ドラキユラ=吸血鬼 (バ

ンパイア)ではなかつたのです。

すぐに運想されるのは日本の織田信長であり、残酷なまでの武断政治で国を統
一しよ

ぅとした点、実に似ていると思います。15歳で部下の裏切りで殺された点も (信長は

49歳)。 首と胴体を弓|き離され、頭部はブカレスト、胴体はスナゴフでノヽラノヽラに埋

葬されたそうです。これは平将門を想起しますね。

ォーストリア・八ンガリー帝国からノヽンガリーが独立を

果たした 1848年 に革命に殉じた詩人ペテーフイ・

シャーンドリレ(1823～ 1849)の 胸像もあり、ノヽン

ガリーとドイツの両国がいかにメレーマニアの歴史に深く関

わってきたかを実感。シギシ∃アラ歴史地区はトランシリレ

ノヽエア史のまさに縮図です。

ナチスがシギショアラ城を司令部にした際、多くのドイ

ツ系の若者が志願してロシア侵攻に帯同したそうで、その

多くがシベリア虜囚の憂き目に遭いました。シベリアの強制労働所で日本の軍医渡辺俊

男とシギショアラ出身の兵士アナトリエ
0アールヒツプが交わした友1青の実話が、かつ

てNHKスペシヤリレ「望郷」としてドキュメンタリー 0ドラマになつていたことを思い

出し、プポーザ氏に話したところ、ぜひその映像資料をと所望されました。あらためて

両国語でDVDと して発行していただきたいものです。 ・

ハンガリニ赫 あ英雄

詩人シャーンドルの胸像



【ルーマニア浪漫紀行(14)】世界遺産の古都シギショアラ 息づくドイツの職人魂

I払嶽できるか汚職の悪弊

城内には博物館のような年代ものの市庁舎もあるのですが、市長・代理市長と相次い

で汚職で逮捕され、「2代目の代理市長」が戦々恐々と市政に当たつているとのこと。

ブカレスト、コンスタンツアの市長も逮捕されていますが、昨年末当選したドイツ系ク

ラウス・ヨノヽニス新大統領は、中央・地方を問わず容赦ない汚職摘発を実行していて、

市民の快哉を浴びています。ポンタ首相が辞任に追い込まれるのも時間の問題、と語る

友人もいます。共産党政権は賄賂が横行する腐敗政オ径だつたのですが、つい最近までそ

の悪弊が引きづられていたのです。

寄宿制の高校もあり、寮の窓々に明かりがともつていま

した。「ハリー・ポッター」の魔法学校のようなすてきな

環境で学べる新しい世代にこそ希望が宿つています。

昨年、チヤウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎え 攀砦内にゎぅ憲宿制
高校

た東欧ルーマニア.革命後に長期の混乱を経ながらも近年

は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に取り組む在日本ルーマニア商

工会議所の視察団は 10月、同国政府などの後援で現地を訪間。酒生文弥会頭が視察の

様子をリポートする。                            7

【プロフィル】酒生文弥 (さこう・ふみや)昭 和 31(1956)年 、福丼生ま

れ。早稲田大卒、米カリフォルニア大サンタノt―ノヽラ校などに留学。酒生国際渉外事務

所代表、浄土真宗本願寺派員照寺住職。妻はルーマニア・ブカレスト出身。

満 月にIX‐ しく

鴛えるドラキュラの頭像
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百元二予ニァ浪漫紀行 (15)】

ギルド陶工の伝統…老舗セラミックエ場に息づく誇り

ルーマニア企業のチェシー□ (CESIRO)は 東欧最
大の老舗セラミック会社です。古都シギショアラにおける

ギルド陶工の伝統を踏まえ、旧ルーマニア王国の輸出産業

の基幹として 1930年代に近代的な工場群が操業を始め
ました。

■熟練の腕前、日立つ女性の姿

チヤウシェスク元大統領時代も国民の日常用品から、 60人の陶工・絵付け師による
高級工芸品まで幅広いセラミック製品を内外に供給しました。89年暮れのリレーマニア
革命を経て民営化。現在は、シギショアラの名門プバーザー族を中心に経営されていま

す。

本社オフィスで幹部と懇談した後、製品博物館を見学.さまざまな意匠を凝らした芸
術的な作品群を味わってから、 5ヘクタールの敷地に歴史の重みを湛えて展開する工場

群を視察しました。

原材料の基礎加工から出荷まで、オー トメーションと工員による手作業が見事にかみ

合い、さまざまな製品が能率的に生産されていくェ場群。工員は女性の姿が多く、みな

熟練の腕前であるとのことでした。
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【ルTマニア浪漫紀行(15)】ギルド陶工の伝統…老舗セラミックエ場に息づく誇り

2007年に欧州連合 (EU)に加盟してからは、西欧

諸国へ季節労働に出かける工員も増えたそうで、熟練工を

育成・確保していくことが経営課題のひとつのようです。

メレーマエアの工場はみなそうでしたが、みな明るく誇りを

持つて働いておられる姿が印象的です。

■来春以降の
″開花
″
目指す

ルーマエアの老舗セラミック

メーカー「チエシーロJの工

場 =シギシヨアラ (酒生文弥
___王 」 ヨ 影 二 ______―

―
―

―
―――――――     ――~~~    ~  、参入 。発展するためには十
日本や東アジアのセラミツク市場は成熟していますから

、

分なマーケテイングが欠かせません。会議所およびイノ
ベーシヨン戦略実践コンサ)ヴ

;し―プを活用して来春以降、ルーマエアのフアツシヨン業界
と併せて総合プロデユース

させてし、ただきます。チエシーロ社は有名なジド
ベイワインや高級蜂蜜も扱つていて、

日本での販売も徐々に進めています。

ワイン、蜂蜜などの浸透を上台に、リレーマニアの質実伴う伝統
セラミックやフアツ

ション、プランド戦略を明確にして来春の開花を
一気にめざしたいと念じています。そ

― ― 一 ― ― ― ===― =― 丁 T「■T璃 圏 目

のための布石を年内にも女台動させるつもりです。

昨年、チヤウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎え

た東欧ルーマニア。革命後に長期の混舌Lを経ながらも近年

1ま堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は 10月、

同国政府などの後援で現地を訪間。酒生文弥会頭が現地の様子をリポートする。

【プロフィル】酒生文弥 (さこう・ふみや) 昭和31(1956)年 、福丼生ま

れ。早稲田大卒、米カリフォルニア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務

所代表、浄土真宗本願寺派具照寺住職。妻はルーマニア・プカレスト出身。

◇

CESIRO幹部と
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ひレーマニア浪漫紀行 (16)】

農業物産展でヨノヽニス大統領にあいさつ 汚職追及に市民は喝采

快晴の朝、首都ブカレストの国際展示場「ロメクスポ」

で始まつたリレーマ
=ア
農業物産展を視察しました。400

を超える農業関連企業・食品会社が出展し、産地直送品を

販売する屋台が食欲をそそります。クラウス・ヨノヽニス大

統領、コンスタンティン農水相、グラバン・ルーマニア商

工会議所会頭のリボンカットで開会。3人とごあいさつさ

せていただきました。
クラウス・ヨノヽニス大統領

(ロイター)

ヨ八ニス大統領はまだ就任 1年足らずですが、堂々たる体格のドイツ系ルーマニア人

で、徹底した汚職追放は市民の快哉を得ています。ダラノtン会頭はロメクスポ会長でも

あり、チャウシェスク時代を引きずる旧政治利権に近い方です。こころなしかお二人の

握手が緊張して見えました。農相には日本から持参したERS(自生菌によるズーコン
ポストシステム)関連資料を手渡し、短いながら面談。その様子はテレビで報道された

ようです。

リレーマニアは人口の 4倍にあたる8千万人分の農産物を生産する東欧の一大穀倉地帯

を擁します。この有機 。自然農業大国と環太平洋戦略的経済連携協定 (丁 PP)の締結

以降、農産物の質が一層問われるであろう日本。両国の農業交流を促進する使命を感じ

ています。

午後は文化・宗教担当副大臣のヴイクトーリレ・オパスキ

氏と懇談。ベルサイユ宮殿のような華麗な建物の一室で

コーヒーをいただきながら、日本との宗教・文化・教育交

流の可育摯性について懇談。オパスキ氏は老練な政治家で大

統領、首相のご意見番だそうですが、私の天職が仏教の僧

侶であることを明かすと、とても関心を持つていただき、

深い文化談義となりました。 .ォパスキー文化・宗教担当副大臣と懇談

ダラバン Rolnexpo展示センター会長

(ルーマニア商工会議所会頭)と懇談
RE岬
のブース

(塗塗ン孝Zユ



【ルーマニア浪漫紀行(16)】農業物産展でヨハニス大統領にあいさつ 汚職追及に市民1ま喝乳

また視察出発前に在日本ルーマニア商工会議所のルサネスク副会頭が日本に暮らす2

千人あまり (家族を含めると4千人あまり)のリレーマニア人のための霊園づくりを提案

されていましたので、リレーマニア正教の教会など宗教施設充実への支援を要請、快諾い

ただきました。

私事ですが、一昨年ルーマニア人義妹の日本人伴侶が往生。ルーマニアから派遣され

ているダニエル神父と私が共同で (正教式と真宗式の組み合わせ)葬儀を執り行いまし

た。一番下の義妹のパートナーがイラン人で、葬儀参列者は日本人、ルーマニア人、イ

ラン人の混成。私は日本語と英語で、「通宗教的」な法話をさせていただきました。

リレーマニアは独自の正教 (オーソドツクス、つまり東

□―マ帝国国教由来のキリスト教)がマジヨリテイーです

が、日本の仏教、神道、武士道への関心は高まりつつあ

り、今後はお互いの宗教的伝統を踏まえながら相互理解を

深めていくことも月干要だと感じています。

昨年、チヤウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧ルTマニア.革命後に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は10月、同国政府などの後援で現地を

訪問。酒生文弥会頭が現地の様子をリポートする。

【プロフイル】酒生文弥

さこう・ふみや 昭和31(1956)年 、福丼生まれ。早稲田大卒、米カリフォル

ニア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務所代表、浄土真宗本願寺派員照

寺住職。妻はルTマニア・ブカレスト出身。

Ro“exPo ExhioitiohCentre

Corporate presentation

◇

ョバニス大統領のINDAGRA開幕式辞

INDAGRA展示ブースにて

ROmexpo展示センター



藤経Uニユー=
【ルーマニア浪漫紀行 (2)】

貿易にかける強い意気込み 日本の先端技術に現地実業家も関心

視察初日の 13日、日本大使館員の先導で午前はルーマ

ニア輸出入銀行、午後はルーマニア商工会議所を訪問し、

貴重な懇談の時を重ねました。

輸出入銀行は近くルーマニア開発銀行と名称変更される

予定だそうですが、ルーマニアの輸出企業に融資・信用保

証・保険サービスを行う政府金融機関です。り♭一マニアヘ

の輸出や投資に対してもこの 3大業務を提供するようで、

欧州連合 (EU)とも連携しながら国家として貿易による繁栄を支える、という新生

リレーマニアの強い意気込みを知りました。

輸出入銀行の現在のサービス実績は、EU域内が 70%、 域外ヨーロツパ諸国が

15%、 日本を含むその他の地域はまだ 15%だそうですが、今後ルーマニアとの商工

関係を求める日本企業に力強い味方となることは間違いありません。私たち在日本ルー

マニア商工会議所とは今後協力していくことで合意しました。ご招待いただいたセカレ

ス頭取にあらためて深謝いたします。

旧リレーマニア王国はアフリカとも貿易していた由で、今後日本およびアフリカとの交

易促進にも協力を要請されました。

昼食は首都ブカレストの伝統あるレストラン「ヴアト

ラ・ネアムルイ」へ。おいしいチヨメリミ(煮込み料理)と

シュニッツェル (バン粉のない鳥のから揚げ)に舌鼓を

打つた後は、午後 2時にルーマニノ′間工会議所を訪問。3

時間あまりにわたつて懇談・意見交換を行いました。

医療ツーリズムや農業技術交流、大学・姉妹都市提携の

促進から、情報通信技術 (ICT)交流まで幅広ぃ可能性

が具体的に話し合われ、今後密接な提携関係を築いていくことで合意しました。銀行で

も会議所でも、予想を上回る歓待を受け、持参したお土産よりたくさんのものをし
F薩更

「
き″ェビでタイを釣る

″
思いでした。

E‐1輛 Bankにて意見交換

13日、プカレストで懇談す
るルーマニア商工会議所と在

日本商工会議所のメンノヽ一



【ルニマニア浪漫紀行(2)】貿易にかける強い意気込み 日本の先端技術に現地実業家も関心

ルーマニアを『□―マエア」と表記しなおすことで□―マの末裔 (まつえい)として

のリレーマニアを知ってもらうことにも大賛同いただき、うれしさもひとしおでしたo

ビジネスは単純かつ具体的、また楽しみながら行うべし、という在日本ルーマニア商

工会議所の江口克彦顧問 (参院議員)のご提言、また日本がなぜ戦後急速に復興できた

かの説明など、大向こうをうならせる場面もたくさんありました。ミノヽイ・グラノミン会

頭に心より感謝申し上げます。

午後の懇談から老舗レストラン「イシ・工 Cラ」での晩

餐会にかけて、日本発最先端技術の次世代がん治療「ホウ

素中性子捕捉療法 (BNC丁 )」 や、あらゆる機器をイン

ターネットに接続する「モノのインターネット (lo

丁)」 の二つのトビックは大いにメレーマニア若手実業家の

関心を集めました。「リレーマニアBNCT医 療ツーリズム
構想」が、今回の視察訪間中にも具体化する可能性が出て

ダラバン ルニマニア商工会議所会頭

と意気投合する酒生会頭

きたことは本国最大の成果でした。 14日は国会、関係省庁に招かれます。

◇

昨年、チヤウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧ルーマニア.革命後に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマエア商工会議所の視察団は 10月、同国政府などの後援で現地を

訪問.酒生文弥会頭が視察の様子を随時リポートする。

【プロフイル】酒生文弥

さこう・ふみや 昭和 31(1956)年 、福丼生まれ。早稲田大卒、米カリフォル
エア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務所代表、浄土真宗本願寺派員照

寺住職。妻はルーマニア・ブカレスト出身。



産経Uニニロス

「東欧昌曇墓当軍が需昌喜整熱貰
界で2番目に大きな建築物の中
〔議論

14日 は多忙を極めながらも実り多い1日でした。朝一

番は、来年 4月に日本ヘアンテナシヨツプを出店予定の

ファッショングループ「ニツサ」 (Nissa)の ルプ会

長と懇談。在日本ルーマニア商工会議所の法人会員である

エッサの進出支援は当面の事業案件のひとつです。ルーマ

ニアのアパレル企業の日本進出に協力いただいている女

優、早瀬久美さんのプロフイルや写真などを渡しました。

冷戦時代にチヤウシエスク元

大統領が建造した「国民の

館」。現在は国際会議場など

として使われている=ルーマ
ニアのブカレス ト

午前中はルーマニア上院議会を訪問。場所は知る人ぞ知る世界で 2番目に大きい建築

物である「カサ・デ・ポポルJレイ」 (国民の館)、 ちなみに世界最大は「ベンタゴン

(五角形)」 と呼ばれる米国防総省の建物です。

国民の館は1200以上とされる会議室を擁する巨大ながらにしてゴシツクな宮殿。

その中で、ルーマニア日本友好議運オトウレスク会長ら4人の上院議員と懇談しまし

た。首都ブカレストと空港を結ぶ地下鉄の建設、直行便の就航、そして中小企業を主体

とするビジネス相互交流と3つの大きな課題を、日本とルーマニア両国が協力してどの

ように実現していくかが主な議題でした。議運は来年 3月末に来日とのこと。また一つ

お仕事が増えました。

昼はシックなレストラン「クルボル・ディプロマチロ

ル」にてルーマエアの伝統料理を賞味。もとは貴族の邸宅

であつたそうです。首都ブカレストは国民の館などチヤウ

シェスク元大統領の誇大妄想趣味のために「東欧のパリ」

とうたわれた景観が損なわれたといわれますが、なかなか

どうしてロマンに満ちた建物や市街が結構残っています。

…



【ルーマニア浪漫紀行(3)】「東欧のパリ」面影残る首都 世界で2番目に大きな建築物の中
^…

国会議員や政府高官と熱く議論

午後は、ポンタ内閣の直属機関である外国投資・官民連携庁で、アレクサンドル
・ナ

スターセ長官自ら経済成長の続く,レーマニア経済の可能性を熱くかつ明解にレクチヤ
ー

していただきました。民間実業家から肇用されただけあつて、政治家や官僚とは
一味違

う実践的な講義と意見交換でした。

日本大使館でルーマニアの現状を光と影の両面から解説していただいたあと、最後に

経済・貿易・観光省を訪問。武士道を尊敬し自ら空手家でもあるというフローリン
・

ヴォディツア次官と日リレ両国の伝統的で精神的な絆を踏まえた現実的な経済交流促進を

語り合いました。

在日本ルーマエア商工会議所側は、日本の人工衛星の先

端性と、情報通信技術 (ICT)・ 医療・バイオ・ロボッ

ト・再生エネルギーの 5大分野での「フユーチャー・

ショック (近未来の文明激変)」 を解説.勃興するモノの

インターネット (Io丁 )産業など、激変する文明システ

ムのコア部品の世界の工場となれれば、□―マの末裔が再

び世界の中心に花咲く可能性を指摘すると、実務経験豊富なフローリン次官も目を輝
か

せて聞き入つていました。

◇

昨年、チヤウシエスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧ルーマニア。革命後
に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進
に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は 10月、同国政府などの後援で現地を

訪間。酒生文弥会頭が視察の様子を随時リポートする。

【プロフイル】酒生文弥

さこう・ふみや 昭和31(1956)年 、福丼生まれ。早稲田大卒、米カリフオル

ニア大サンタノヽ一ノヽラ校などに留学.酒生国際渉外事務所代表、浄土真宗本願寺派真照

寺住職。妻はルーマニア・ブカレスト出身6  1    
・

シックなレストラン



藤経む二
=ロ
ス

ブカレス トの国立大学院で「日本との絆」を講演 留学希望者が
15人 !

15日は公式視察団メンノヽ一のお一人のルーマニア・ブ

ドウの種苗探しと農業技術提携が動き出し、農業分野に関

心のある大学教授も同行して現地へと向かいました。この

間、在日本ルーマニア商工会議所の江口克彦顧問 (参院議

員)は、日本大使館員と午前中ブカレスト市内を視察。私

は講演会準備に追われる、と言つた具合にメンバー各自の

活発な動きから始まる4日目でした。

SNSPA(国立政治行政大学院大→
レストラン「ラ・タイフアス」にてビネテ (ナスのすり

下ろし)、 ムサカ (ギリシャ料理)、 そして待望のパパナ

シ (ルーマニアの絶品デザート)をいただいてから、講演

会場の国立政治行政学大学院に向かいました。

学長らと、講演前に

輸出入銀行頭取として一昨日お会いしたばかりのヴアシル・セカレス理事長らと懇談

のあと、私たち日本人の講師 3人は学生200人が待つ講堂へ移動しました。

演題は、江口顧間が「国の繁栄と道徳教育」、末岡武彦

事務局長が「イノベーション戦略と実践」、そして私が

「□―マとヤマトの絆」。江口顧問は日本語の講演をリレー

マニア語通訳付きで 50分間、末岡事務局長と私は英語で

それぞれ40分間行いました。

講演で江口顧間は「『世界一安全、安心、清潔、正確な

国日本』は道徳教育あってこそ。これからますます、そう 講演を熱心に聴講するSNSPAの学生たち

あらねばならない」と強調。末岡事務局長はイノベーシヨ ー

ンの真価とそれを発揮するための戦略コンサルテイングの i

理論と実践について角翠説しました。

私は、ルーマニアと日本の人類史・歴史的な親縁性、宗教俯轍理論、新たなる連合に

よって新しい文明を開くべき使命を、それぞれ説きました。ルーマニア語とジヨ
ークを

交えて久しぶりに大学院生に向けて話しましたが、けつこう受けて拍手してもらつたの

がイ可よりの報酬でした。



― 一 一 一
― 一

【ルニマ三ア潰漫紀行(4湖力機ガ義象目立未学院でF日本との絆」を請演 留学希
望者が151人 1

安倍晋三内閣による安保法制成立やフクシマのその後な

どに関する鋭い質問もあり、江口顧間は集団安全保障の必

然性やフクシマの収東に向けた動きなど、参院議員として

しっかり答えました。

また学生 15人が日本への留学志望を表明し、日本大使

館員が奨学金など留学生応募の要綱を熱心に解説して閉

演。知的に心地よい昼下がりのキヤンパスを堰能できまし 1

メモ」も                                                                            '

夜、江口顧間と私は保坂英博公使参事官のご招待を受け、ルーマニア料理伝統
レスト

ラン・ヴアトラ (彩)にて晩餐懇談会。マラムレシュ地方の民俗舞踏を堪能しながら
、

サルマーレ (発酵□―ルキヤベツ)、 ミテテイ (挽肉)、 ママリカ (トウモ
ロコシご

飯)、 ベルベック (羊肉)などり♭―マエア料理オンノくレードをいただきました。本日
2

度目のパパナシでしめた充実の 1日でした。

まもなく離任される保坂公使の、サウジアラビア西部

ジッダにおられた際のエピソードは印象深いものでした。

私がプロの通訳としてデビューしたのは33年前、皇太子

ご夫妻時代の天皇、皇后両陛下のご成婚記念事業でサウジ

アラビアに派遣していただいたおりのこと。スカッドミサ

イメレによる突然の空爆は長女誕生直前の出来事でよく覚え

ています。あらためて親日国づくりによる世界平牙口への買

献を念じながら、浅からざるご縁をおもう宵でした。
Fローマとヤマトの絆」を講演する

酒生会頭  :

◇

昨年、チャウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧ルーマニア。革命後に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は10月、同国政府などの後援で現地を

訪問。酒生文弥会頭が視察の様子を憩時リポートする。
,         ・

【プロフィル】酒生文弥 (さこうド・ふみや),昭和31(195・ 6)年、福丼生ま

れ。早稲田大卒、米カリフォルエア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務

所代表、浄土真宗本願寺派員照寺住職。妻はルーマニア・ブカレスト出身。

各自の演題



麓経Uニニロス
【ルーマニア浪浸紀行 (5)】

60年の歴史持つ展示会場を視察 東欧の宿命 ?″外資の草刈り
場
″
も実感

16日早朝、在日本ルーマニア商工会議所のステフア

ン・スタン副会頭が、情報通信技術 (ICT)を専門とす

るリレーマエア人コンサルタントを連れて来訪。あらゆる機

器をインターネットに接続する「モノのインターネット

(lo丁 )J関連産業を同国で発展させる構想について懇

談しました。

60年以上の歴史を持つ展示
会場「ロメクスポ」の前で記

念撮影する在日本ルーマエア

商工会議所のメンバーら=
16日、ブカレス ト

同商工会議所の江口克彦顧問 (参院議員)は、今回の視察を通じてルーマニアが

(1)基礎技術の水準 (人口あたり技術者は日米より多い)(2)賃 金の比較優位性

(平均月収 510ユー□とEU加盟国の下から2番目)(3)仕 事量と品質管理を達成

できる誠実 C勤勉性一の 3条件をクリアしていると判断。現在、台湾が中心となつてい

る lo丁チップ生産を行えるだけの要件を満たしていると伝えました。

私たちは早速、実現可能性を確認しながらルーマニアにおける IoT工場設立を目指

して動き出すことをコンサルタント氏に約束しました。実現すれば、台湾やミヤンマー

などが近い将来、東アジアの半導体市場を塗り替える可能性が高いのと同様に、ルーマ

ニアがEU、 CIS諸国および中近束の半導体製品市場を一変させる中枢となりえま

す。100万ユー□ (約 1億 3500万 円)と概算される初期投資。弊会議所は、われ

こそはと思われる投資家のノックをお待ちします。

首都ブカレストのレストラン「ゼクセ」でノくソレ・パットリレ (豆のクリーム)、 ミ

ティティ (挽肉)、 ベルベック (羊肉)、 マカロンをいただいた昼食の後、本日のメー

ンイベント会場「ロメクスポ (□―マ展示場)」 へと直行。日本の幕張メッセに匹敵す

る大展示会場で、ミノヽイ・コストリス理事長らと懇談しました。

ロメクスポは、何と私とほぼ同年齢 (60年余り)の伝統を誇る展示会場で、かの

チャウシェスク元大統領も産業や新技術の開発発展には熱心に取り組んでいたことが分

かり、意外な驚きでした。       、    ,       ・



【ルTマニア浪漫紀行(5)】 60年の歴史持つ展示会場を視察 東欧の宿命?“外資の草刈り場
"も実感

私が代表としてあいさつし、記名帳に記名。何か言葉を

と求められ「□―マとヤマトの絆をともに深めましよ

う !」 と大書してきました。

その後 200余りの展示ブースを、ルーマニア資本企業

を重点に視察。残念ながらドイツ、スイス、オランダと

言つた多国籍企業が多く、東欧諸国の常として革命後の四

半世紀でいかに外資の草刈り場となつているかも実感され

ました。精密測定機器メーカー「ミツトヨ」など日系企業のブースもあり、担当者から

興味深いルーマ三ア事情を聴くこともできました。

旅程も終盤に向かう今夜は、和食レストラン「ビストロ・カンパイ」にて晩餐。今回

公式視察を企画いただいた「GH3ルーマニア」 (浅間亜紀取締役)の粋なはからいで

す。チャウシェスク元大統領が国家事業として開発した、世界に先駆けるアンチ・エイ

ジング化粧品「ジェロビタール」で有名なG H 3Jレーマニアは、創業40年近いルーマ

ニアとの貿易の老舗企業ですが、さすがに同国の見どころ、食べどころを知り尽くして

おられます。

17日は、東京都武蔵野市の姉妹都市であるプラシヨフ市まで足を延ばす予定。日本

で言えば京都に相当する中世の町並みを残す古都。私も渡航 7年目にしてようやくの訪

間で、とても楽しみです。

◇

昨年、チヤウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧リレーマニア.革命後に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は 10月、同国政府などの後援で現地を

訪間。酒生文弥会頭が視察の様子を随時リポートする。

【プロフィル】酒生文弥 (さこう。ふみや)昭 和 31(1956)年 、福丼生ま

れ。早稲田大卒、米カリフォルニア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務

所代表、浄土真宗本願寺派員照寺住職。妻{脚レーマエア・ブカレスト出身。

RomexpO■スコットと



麓経事二2‐=
【ルーマニア浪漫紀行 (6)】

ドラキユラ伝説のプラン城へ 和服姿の若者たちと交流も

7度目のルーマニア渡航でようやく実現したトランシリレ

バェア地方ブラシヨフにあるプラン城への訪問。
ベテラン

のガイド、マリアナさんに先史時代から中世、近代
に至る

ルーマニア史を学びながらミニバスで 2時間を走りまし

た。いまルーマニアがある地域は何とヨーロツパ文明発
祥

の地であることを知りました。7万 7千年前の洞窟画がア

ノくラチア山系から見つかつているのです。

ドラキユフ伝説で有名万ワ電
戸
~~~~ 

・一…
~三
丁圧百
~不
蔦葺■ラ伝説で有名た

氷河期がまだ欧州の大半を凍らせて
いた時代、唯一住め 3姦I寸 ブど

ノL九
二等三ラ1

たのがドナウ川河口および以南のパルカン半島で
した。つ プラシヨフ

まりは現在のルーマニアを中心とする地域が初期
の欧州文

明を育んだわけです。ロマニとは『川岸の民」
の意味で、欧州文明の起源であるトラキ

ァ (トロイ)族の氏族、ダキア族の別称だつたそうです。
北方から南下する蛮族のひと

つがこの文明にあやかろうと自ら「□―マJを名乗
つたという説があります。

2世紀初頭、ダキアの金を募奪しに来たトラヤヌス
帝がダキアをローマ帝国|=併合し

ました。ロムエアの起源です。ラテン語とはダキ
アの言語であり、日―マ帝国では支配

層のみが話したようです。つまり、日―マ
ニア (ルーマニア)とはドナウ河畔に華咲ぃ

た欧州先進文明の末裔であり、ローマ帝国自身よ
りも古いのです。思いがけない「歴史

の発見」でした。

ドラキユラの城として有名なプラン城は13世紀
の創

建。そのモデルとなつたブラド公はシギシヨ
アラの出身

で、プラン城には短期間滞在しただけだつたよ
うですが、

近代のイリアナ王女など800年の歴史を宿すその威容は

魅力に満ちたタイムスリツプに浸れるひと
ときでしたo

「ウルフレストラン」でサルマーレとチ
ーヨリb/ドに舌鼓4

打つた後、プラシヨフ市の武蔵野協会I「語が
れまレた。東

京都武蔵野市とブラシヨフ市の姉妹都市交流のハ
ブとなる ドラキュラめ絵画の前で



【ルーマニア浪漫紀行(6)】ドラキユラ伝説のカ ン城へ
:和服姿の若者たちと交流も

センターで、日本語と書画、武道、料理など日本文化を熱

心に学ぶ 100人あまりのルーマニアの若者から熱烈な歓

待を受けました。和服姿の美少女たちの日本舞踊モダン

バージョンを鑑賞後、手作りのケーキと「ワインの熱かん」でもてなされま
した。今回

の視察に参カロした武蔵野大学教授が交換留学など今後の交流促進を約束
し、感銘さめや

らぬ中、センターを後にしました。

黄昏のプラシヨフl日市街をしばし散策してから帰途へ。予想以上に美し
いブラシヨフ

市街はベネチアやウイエンにも勝るものがあり、学生にでも戻つて長期滞在
したいくら

いに後ろ髪を引かれました。

いまからホテルに戻り視察団としては最後の晩餐。私自

身は月末まで残って実りある浪漫紀行を続けますが、快晴

にも恵まれた最高の節目となりました。ただいま、マリア

ナさんから複雑な近現代史を拝聴しながら、車の揺れも心

地よいうたた寝ムードの復路です。

昨年、チヤウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎え

た東欧ルーマニア。革命後に長期の混乱を経ながらも近年

は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

ブラン城ベランダにて

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は 10月、同国政府などの後援で現
地を

訪問。酒生文弥会頭が視察の様子を随時リポ=卜する。

【プロフィル】酒生文弥 (さこう
。ふみや) 昭Tl1 3 1(1956)年、福丼生ま

れ。早稲田大卒、米カリフオルニア大サンタバーバラ校などに留学。酒
生国際渉外事務

所代表、浄土真宗本願寺派真照寺住職。妻はルーマニア
・ブカレスト出身。

ブラショフ武蔵野協会にて博学なガイ ド、マリアナさ万



麓経U二 =―=
【ルーマニア浪漫紀行 (7)】

″
欧州―の親日国

″
目指して…ポンタ首相との懇談も計画

在日本ルーマエア商工会議所視察国の公式事業はあっと

言う間に 1週間の日程を消化し、本日 18日が最終日で

す。

午前中、リレーマニア駐在のスタン副会頭とセノtステイア

ン常務理事を囲んで総括懇談。あらゆる機器をインター

ネットに接続する「モノのインターネット (lo丁 )」 お

よび次世代がん治療「ホウ素中性子捕捉療法 (BNCT)」 を活用したメディカルツー

リズムの実現可能性、インフラ整備および農業近代化への日本の参画、来春に予定され

るルーマニアフアッションの日本進出の支援、石油化学プラント経営譲渡の支援など、

今回ご縁を得た両国間のビジネスチャンスを実現していくための基本的な方策を議論じ

ました。

視察団はこれからチェックアウトして、名門レストラン「クラマ・ ドムネアスカ」に

て昼食をいただき、私を除く団員諸氏はその後買い物を楽しんでから、アンリ・コアン

ダ国際空港より日本へと旅立ちます。

私自身 1意月末まで滞在し、公式訪問として目下副会頭がアレンジしてくれているポン

タ首相および農水大臣との懇談、またいくつかの企業・個人とのビジネス懇談を重ね、

コンスタンツア、ティミショアラなど主要都市への訪間も検討しています。

古都ブラショアの街並み

日本文化を学ぶ現地の若者た

ちと記念撮彩=17日、フレー
マエア・プラシヨフ



【ルーマニア浪漫紀行(7)】“欧州一の親日国"目指して…ポンタ首相との懇談も計画

7万 7千年の太古 (20万年前にアフリカで誕生した現

生人類ホモ・サピエンスがちようど『出アフリカ』を果た

した時機)に ドナウ河畔に人類史上初めてのヨ=ロツ
パと

いう文明開化をもたらし、6千年前にはワインを生み出し

た「浪漫に満ちバツカスの視福を受けた国ロムエア (□一

マエア)」 。今後も今回たまわつたこの得がたいご縁を紡

ぎながら、商工会議所の実務を通じて「□―マとヤマトの
｀
前市長が現クラウス大統領

絆」を深め、ルーマニアが欧州―の親日国となり、わが国とともに新たな
る「坂の上の

雲」をめざして先き駆けていくことを深く念じながら、本日をひ

す。

◇

昨年、チヤウシエスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧ルーマニア。革命後
に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進
に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は 10月、同国政府などの後援で現地を

訪問。酒生文弥会頭が視察の様子を随時リポートする。

【プロフィル】酒生文弥 (さこう・ふみや) 昭和31(1956)年 、福丼生ま

れ。早稲田大卒、米カリフオルニア大サンタバーバラ校などに留学.酒生国際渉外事務

所代表、浄土真宗本願寺派員照寺住職。妻はルーマエア・プカレスト出身。

ビストロ「カジパイ」にて団最後の晩餐

嵩山市の姉妹都市シビフ



産経もニニ‐ス
―
   ―    ― ― ―

_

【ルーマニア浪漫紀行 (8)】

ブカレス トの路面電車通りを渡つて「マック 1号店」ヘ

昼下がり、帰国のため空港に向かう在日本ルーマニア商

工会議所の視察団メンバーを旧市街から見送つた後、カミ

ル・ラシュ通り第 3街にある商工会議所ブカレスト支部に

移動。近くの義母家族のアパートで手作り料理のペシュカ

トーレを楽しみ、義母の補完代替療法 (吸い玉施術)に凝

りと疲れを癒されて帰宅。朝まで熟睡できました。

ブカレス トにあるマクドナリレ

ドのルーマニア第 1号店 (酒

生文弥氏撮影 )

I順 甲な経済成長を実感

支部があるアパートは10階で市内では高い方です。ノもレコニーから右手遠方に朝霧

に煙る「国民の館」を眺望しました:通勤する人と車でごつたがえすトラムノtイ (路面

電車)の走る大通りを渡ると、マクドナルドのルーマニア第 1号店があります。ドライ

プスリレー付設と進化していたこの店で朝マックしました。

支部のアパート1階そばのシシケパブ屋さんも新装・拡大し、リフォームされてきれ

いになつていた義母のアパートも併せて、ここ数年の順調な経済成長を実感できまし

た:

ただし、「ビツグブレックフアスト」が 16レイ (約 500円)と日本と変わらず、

相対的な物価高は、全人口の 1割弱 190万人を擁するブカレスト市民には悩みの種で

す。統計上の全国平均給与が510レイ (2万円弱)ですから普通には暮らせません

が、300万人近い出稼ぎ家族 (主にEU域内)からの支援がギヤツプを埋めているわ

けです。私の家族も、私たちと義妹 2人が日本から支えています。日本にいるルーマニ

ア人は現在 1900人余りですから、海外生活者としてはまだまだ少数派です。

ブクル (Bucur)と いう歴史人物の名に由来するブ

カレスト (Bucuresti 現地ではプクレシュチと

発音します)。 3ucurに は幸福、 est.1,には「あな

たが」の、意味があり、私は勝手に『君に幸あれ」の街と

呼んでいます。ラテン民族共通の友人も含む大家族主義は

,レーマニア人にもひときわ強く、自己主張のはつきりした

個人ながらも家族 ,友人・近隣の相互扶助が息づいている

点は、むしろわが国が習うべき面ではないでしようか。



――― ― ・――      ―一―手―
電軍蓮了面百要

「
マック1号店」ヘ【ルーマニア浪漫紀行(8)】ブカレストの路面電車通|

I 日本の医療技術導入べ懇談

本日午後は、これから健康医療ビジネス大手サニクス社CEOと面談予定。次世代が

ん治療「ホウ素中性子捕捉療法 (BNC丁 )」 のルーマエアヘのいち早い導入の可能性

などを懇談するつもりです。私は 13年前から「統合医療協会 (登記上はまだ旧称・特

定非営利活動法人免疫療法懇談会)」 と言うNPO活動に携わつていて、主流医療 (い

わゆる近代西洋医学)にエビデンスある補完代替医療 (いわゆる民間療法)を最善の形

で統合することを提言し続けてきました。

「統合厚生 (Integrative Health)」 は、30年前に米カリフォ

ルニア大サンタバーバラ大学院で比較宗教を研究していた折にダライ・ラマ法王の講演

を拝聴してからずつと追究してきた「近未来の東西融合」という私のライフテーマの一

環です。 2日にわたるユーモアに富んだ法王の演題は「西洋の科学と東洋の智慧の幸せ

な結婚」でした。

I空気がうまい !

「空気が実においしい」大都市 (P)ブカレスト。この

特長はルーマニアが歴史 0文化・技術的伝統を湛えながら

も、手付かずの自然環境を宿している有機農業本国でもあ

る事実を裏付けています。近年続々と登場しているわが国

の優れた「自然・再生可能・持続可能な要素技術」。それらを実業的に開花させうる植

民地ならぬ「植
″
技
″
地」 (あるいは交

″
技
″
地)になつてもらえるのではないだろうか。

私がこの国に想いを寄せる長期的な動機のひとつはその辺りにあります。

◇

昨年、チャウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧リレーマニア。革命後に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は 10月、同国政府などの後援で現地を

訪問。視察を続けている酒生文弥会頭が現地の様子を随時リポートする。

【プロフイル】酒生文弥

さこう・ふみや 昭和 31(1956)年 、福丼生まれ。早稲田大卒、米カリフォル

エア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務所代表、浄土真宗本願寺派員照

寺住職。妻I却レーマニア・プカレスト出身。



産経も二="=
【ルーマニア浪漫紀行 (9)】

日本の次世代がん治療導入へ 医療最大手トツプと懇談

ルーマニアの健康医療ビジネス大手「サニタス (Fed

eratia Sanitas)」 のレオナリレド・バラス

ク会長と、日本が世界に先駆ける次世代がん治療「ホウ素

中性子捕捉療法 (BNCT)」 を―早くルーマニアに導入

する可能性について懇談し、来週にも基本的な具体戦略を

練るため会合することになりました。 ルーマニアの首都ブカレス ト

市内の様子。中央付近にある

場所は「国営ルーマニア自由労働組合連合 (フラツイ  のがマクドナルドのルーマニ

ア)」 本部。ノヽラスク氏はその会長でもあり、日本で言え 0テ
1号店 (酒生文弥氏撮

ば連合会長、サニタスとはその国内最大の健康医療事業ブランドで、誰もが知るル
ーマ

ニア健康医療ビジネスの中核です。

BNCTは 、中性子発見以来追究されてきたがん治療法で脳腫瘍・頭頚部腫瘍治療で

知られてきましたが、わが国では筑波大・京都大・北海道大がそれぞれ三井
・三菱・住

友系テクノロジーと提携して対がん汎用化を競つていて、 2年ほどで実用化される見込

みのハイテクです。

汎用 BNC丁 は、現在最強の (最も工確な)重粒子線の 10分の上のコストとサイト

(占有スペース)で 3倍の効率で治療ができます。すべてのがん細胞を狙い打つて破壊

する療法で、転移 。再発・進行・末期いずれのがんでも完治できる可能性が大
いに開け

る、という優れもののようです。福島県郡山市の総合南東北病院などで医薬申請に向
け

た臨床試験が着実に進んでいます。

私は、がん免疫療法の啓発NPO(免 疫療法懇談会 =統

合厚生協会に改称予定)を 12年間やつて来ましたので、

がん三大療法および補完代替医療には精通しています。広

義の放射線療法のカテゴリーにある (従来とは一線を画し

ますが)BNCTは 以前から聞き及んでいましたが、今回

の在日本ルーマエア商工会議所の視察で江口克彦顧問 (参

院議員)がルーマエア側に熱心に提言されていました。そ

の流れを受けて、今回の懇談がかないました。 サニタス会長バラスク氏 (右奥)

とBNCT導入を懇談



…

デ預違紀赫 本の次世代がん治療導入
ヘ 医療最大手トツプと懇談

ルーマニアは、かの有名なアンチエイジング療法ジェロビタールH3はじめ独自の補

完代替医療の宝庫です。前回触れました家庭療法も普及していて、通
常医療 (西洋医

学)と補完代替医療 (民間療法)が連なつており、わが国のような極端な
「段差」があ

りません。つまり、グローノリレな趨勢である「統合医療 (主流医療
+エビデンスある補

完医療)」 を実現していく格好の地とも言えるのです。

医師・歯科医師はこれまで受診経験がありますが、正直言つて、医療
専門家の個人的

技能はわが国のそれを上回るものがあります。スイスやドイツでイ
ンターンを経験する、

医師・歯科医師が多く、個々の患者をしつかり見据えて全人的 (ホリス
テイツク)医療

を行うクラフトマンシツプ (職人技能)に優れているのです。

~メ
デイカル・ツーリズムによる共生共栄は、死生観 ス

手
~

リスト教と仏教)の共有も含めて、日ル協業が大いに期待

できる商工交流領域であることは間違いありません。

NPO顧間のおひとり、米国ダートマス大学医学部の ゝ

□一ゼン教授は長年ベトナムの無医村でボランテイア
活動 |

をされてきた方ですが、
′
ベトナムの若き不動産王の支援で

東南アジア全域に米国最先端医療の精髄を結集した
「メ
|｀リシユ城 (島津家寄贈の甲冑を蔵する)

ディカル・ビレッジ」を多数展開するビジネスに専心されています。

世界の富裕層に周辺施設 (住居・不動産)を購入してもらい、近在の貧困層も含め

て、無償の医療を提供しようという偉業をミッシヨンとします。わが国も、ルーマニア

から同様のミッシヨンを実現できるのではないでしようか。そんなビジヨンを「坂の上

の雲」に、一歩ずつ取り組んでいきます。

◇

昨年、チヤウシェスク独裁政権崩壊から四半世紀を迎えた東欧リレーマニア。革命後に

長期の混乱を経ながらも近年は堅実な経済成長を続けている。同国と日本の交流促進に

取り組む在日本ルーマニア商工会議所の視察団は10月、同国政府などの後援で現地を

訪問.酒生文弥会頭が視察の様子を随時リポートする。  メ

【プロフィル】酒生文弥

さこう・ふみや 昭不□31(1956)年 、福丼生まれ。早稲田大卒、米カリフオル

ニア大サンタバーバラ校などに留学。酒生国際渉外事務所代表、浄土真宗本願寺派真照

寺住職。妻はルーマニア・プカレスト出身。

旧ホーエンツオルレルン家
の王官


	ルーマニア浪漫紀行1 Arrival 1
	ルーマニア浪漫紀行1 Arrival 2
	ルーマニア浪漫紀行10 Oltchim 1
	ルーマニア浪漫紀行10 Oltchim 2
	ルーマニア浪漫紀行11 Oina 1
	ルーマニア浪漫紀行11 Oina 2
	ルーマニア浪漫紀行12 Targu Mures 1
	ルーマニア浪漫紀行12 Targu Mures 2
	ルーマニア浪漫紀行13 Club Colectiv 1
	ルーマニア浪漫紀行13 Club Colectiv 2
	ルーマニア浪漫紀行14 Sighisoara 1
	ルーマニア浪漫紀行14 Sighisoara 2
	ルーマニア浪漫紀行14 Sighisoara 3
	ルーマニア浪漫紀行15 CESIRO 1
	ルーマニア浪漫紀行15 CESIRO 2
	ルーマニア浪漫紀行16 INDAGRA 1
	ルーマニア浪漫紀行16 INDAGRA 2
	ルーマニア浪漫紀行2 Exim RCCI 1
	ルーマニア浪漫紀行2 Exim RCCI 2
	ルーマニア浪漫紀行3 Senate 1
	ルーマニア浪漫紀行3 Senate 2
	ルーマニア浪漫紀行4 SNSPA 1
	ルーマニア浪漫紀行4 SNSPA 2
	ルーマニア浪漫紀行5 Romexpo 1
	ルーマニア浪漫紀行5 Romexpo 2
	ルーマニア浪漫紀行6 Brashov 1
	ルーマニア浪漫紀行6 Brashov 2
	ルーマニア浪漫紀行7 Farewell 1
	ルーマニア浪漫紀行7 Farewell 2
	ルーマニア浪漫紀行8 Bucarest 1
	ルーマニア浪漫紀行8 Bucarest 2
	ルーマニア浪漫紀行9 Sanitas 1
	ルーマニア浪漫紀行9 Sanitas 2

